
いちごドリルプリント

鎌倉時代プリント 名前

問1 源頼朝が、全国の国ごとに守護を、荘園や公領ごとに地頭を設置することを朝廷に認めさせた最大の狙いとして、最も適切な説明はどれですか
。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. 源義仲を討伐するための軍資金を
、全国の農民から平等に徴収する仕
組みを作るため

2. 平氏の残党を完全に排除し、平氏
が所有していた領地をすべて朝廷に
返還するため

3. 源義経の追討を口実として、全国
的な軍事・警察権や土地管理権を幕
府が握るため

4. 北条氏による執権政治を確立する
ために、朝廷が持つ裁判権をすべて
鎌倉へ移すため

問2 鎌倉時代、平氏による焼き討ちで焼失した東大寺の復興において、僧の重源が中国（宋）から伝わった技術を導入して再建した建築物がありま
す。太い柱や梁を組み合わせた「大仏様（天竺様）」と呼ばれる力強い様式が特徴で、内部には運慶や快慶の手による金剛力士像が安置されて
いるこの建物の名称を答えなさい。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 東大寺南大門 2. 鹿苑寺金閣 3. 姫路城 4. 東大寺正倉院

問3 鎌倉時代に起こった承久の乱の背景や経過について述べた文として、最も適切なものはどれか。 （2023年 大分県公立入試 類似）

1. 後醍醐天皇が幕府を倒そうと兵を
挙げ、足利尊氏や新田義貞の協力に
よって、長年続いた鎌倉幕府を滅ぼ
した。

2. 源頼朝の死後、北条氏が実権を握
ったことに反発した平氏の残党が、
西国で反乱を起こして幕府軍と戦っ
た。

3. 後鳥羽上皇が幕府を倒そうと兵を
挙げたが、北条政子の呼びかけに団
結した御家人らの大軍によって幕府
側が勝利した。

4. 将軍の跡継ぎ問題をきっかけに守
護大名が二つの勢力に分かれて争い
、京都を中心に11年に及ぶ戦乱が続
いた。

問4 鎌倉時代に設置された「地頭」という役職の説明として、その役割や性質を正しく述べているものはどれですか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 荘園や公領ごとに置かれ、土地の
管理や年貢の取り立て、地域の警察
活動を行った。

2. 朝廷の最高機関として、政治の全
般や儀式、公文書の管理を行った。

3. 執権を補佐し、幕府の政務や裁判
を合議によって決定する役割を担っ
た。

4. 国ごとに一人置かれ、国内の武士
を統制するとともに軍事・警察活動
を行った。

問5 飛鳥、奈良、平安、鎌倉、室町、安土桃山、江戸という時代順の変遷において、鎌倉時代から室町時代までを括る「中世」という時代の政治的
な特徴として、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 鳥取県公立入試 類似）

1. 律令に基づいて、天皇や貴族が全
国を直接支配する仕組みが確立され
た。

2. 武士が幕府を開き、土地の支配を
仲立ちとして主従関係を結ぶ政治が
行われた。

3. 内閣制度が導入され、憲法に基づ
き国民が選出した議会が政治を主導
した。

4. 兵農分離が徹底され、検地や刀狩
を通じて大名が領民を厳格に支配し
た。

問6 1221年に後鳥羽上皇が鎌倉幕府を倒そうとして兵を挙げた「承久の乱」ののち、幕府が朝廷の動きを常に監視し、あわせて西国の武士を統制す
るために京都に設置した機関として正しいものを、次から選びなさい。 （2021年 宮城県公立入試 類似）

1. 六波羅探題 2. 京都所司代 3. 管領 4. 大宰府

問7 江戸時代の社会において、奉公人は主人から衣食住を保障される代わりに、主家のために労働を提供する「奉公」を行いました。この時代の商
家の奉公人の形態として、幼少期から住み込みで働き、後に独立を目指す仕組みを表す用語の組み合わせとして適切なものはどれですか。
（2025年 広島県公立入試 類似）

1. 地頭（じとう）の下で、名主（な
ぬし）として村の運営にあたる

2. 代官（だいかん）として、天領の
年貢徴収や裁判を担当する

3. 丁稚（でっち）から始まり、番頭
（ばんとう）を経てのれん分けを目
指す

4. 問屋（といや）として、周辺の農
村に家内工業の原料を貸し出す

問8 日本の鎌倉時代にあたる13世紀、モンゴル高原に強力な指導者が現れ、世界に大きな影響を与えました。この時期のモンゴル帝国の動向やその
指導者であるチンギス＝ハンについて述べた文として、適切なものはどれか。 （2021年 鳥取県公立入試 類似）

1. 日本へ向けて2度の遠征軍を送り
、九州北部を攻撃させた

2. 万里の長城を完成させ、北方の遊
牧民族の侵入を完全に阻止した

3. 産業革命を主導し、蒸気機関を用
いた大規模な生産体制を確立した

4. 中央アジア方面まで勢力を広げ、
広大な地域を支配する帝国を建国し
た

問9 鎌倉幕府の三代執権である北条泰時は、日本初の武士向けの法律である貞永式目（御成敗式目）を制定しました。この法律の中に「二十年以上
、継続してその土地を支配していれば、その者に所有を認める」といった規定が盛り込まれた主な目的として、最も適切なものはどれですか。
（2020年 山形県公立入試 類似）

1. 朝廷が用いていた公家法を全国の
武士に強制し、幕府による朝廷支配
をさらに強めるため

2. 荘園の年貢を地頭が差し押さえる
ことを全面的に認め、幕府の経済的
な基盤を強化するため

3. 武士の社会で行われていた慣習を
まとめ、領地争いなどの裁判を公平
に行うための基準を示すため

4. 幕府の命令を無視して年貢を納め
ない荘園領主を罰し、すべての土地
を幕府の直轄地にするため

問10 鎌倉幕府の衰退を招いた要因の一つに、武士の経済基盤が弱体化したことが挙げられます。このように、親が子に対して領地を分けて受け継が
せる相続の形態を何といいますか。 （2023年 福岡県公立入試 類似）

1. 嫡子相続 2. 単独相続 3. 寄進相続 4. 分割相続

問11 鎌倉時代後半に元の軍勢が日本に押し寄せた際、武士が戦う様子を描いた歴史的史料には、従来の日本の武士の戦い方とは異なるどのような元
軍の様子が記録されていますか。適切な説明を選びなさい。 （2025年 熊本県公立入試 類似）

1. 火縄銃を三段構えで用いて、武士
の騎兵隊を圧倒する様子

2. 一騎打ちの戦術を中心とし、弓矢
のみを用いて整然と戦う様子

3. 集団戦術を用い、てつはうと呼ば
れる火器などを使用して攻め寄せる
様子

4. 大型の木製城砲や水軍艦隊のみを
用いて海上から攻撃を行う様子

問12 鎌倉時代初期、武士の間で一般的であった相続の仕組みと、それが御家人の生活に与えた影響について正しく説明しているものはどれですか。
（2020年 長野県公立入試 類似）

1. 単独相続が基本となり、長男がす
べての領地を継承したため、次男以
下の武士が幕府に反抗する原因とな
った。

2. 養子縁組による相続が奨励され、
血縁のない有力者に領地が集約され
たことで、御家人の経済基盤は安定
した。

3. 領地はすべて幕府に返上し、代わ
りに現物支給の給与を受ける制度へ
と移行したため、領地面積の変動は
生じなかった。

4. 分割相続が行われ、世代を重ねる
ごとに一人あたりの領地が細分化さ
れたことで、御家人が困窮する一因
となった。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 3

源義経の追討を口実として、全国的な軍事・
警察権や土地管理権を幕府が握るため

源頼朝は、対立した弟の源義経を捕縛するという「軍事的な必要性」を名目にして、守護・地
頭の設置を朝廷に認めさせました。これにより、幕府は地方の軍事・警察権（守護）や、土地
の管理・年貢の徴収（地頭）を通じて、全国の武士や土地に対する支配力を急速に強めること
に成功しました。これは、単なる個人の追討を超えた、武家政権の基礎を固める重要な政治的
制度でした。

問2 答え 1
東大寺南大門

鎌倉時代初期、源頼朝の支援を受けた僧の重源は、戦火で失われた東大寺の再建を指揮しまし
た。彼は当時の中国の最新様式である「大仏様（天竺様）」を導入し、伝統的な様式よりも豪
壮で力強い構造を実現しました。この門に配置された金剛力士像も、当時の武士の気風を反映
した写実的で力強い彫刻の代表作です。金閣は室町時代、姫路城は安土桃山時代、正倉院は奈
良時代の建築物です。

問3 答え 3
後鳥羽上皇が幕府を倒そうと兵を挙げたが、
北条政子の呼びかけに団結した御家人らの大
軍によって幕府側が勝利した。

朝廷の権力を取り戻そうとした後鳥羽上皇は、北条氏を中心とする幕府に対して討伐の命令を
下しました。これに対し、源頼朝の妻であった北条政子が「頼朝公の恩は山よりも高く海より
も深い」と御家人たちに訴えて結束させたことが、幕府軍勝利の大きな要因となりました。

問4 答え 1
荘園や公領ごとに置かれ、土地の管理や年貢
の取り立て、地域の警察活動を行った。

鎌倉幕府によって任命された地頭は、現地で年貢の取り立てや土地の管理を行う実務的な役職
でした。選択肢にある「国ごとに一人置かれた」役職は守護であり、地頭はそれよりも細かい
単位である荘園や公領ごとに配置されたという違いがあります。

問5 答え 2
武士が幕府を開き、土地の支配を仲立ちとし
て主従関係を結ぶ政治が行われた。

中世は、それまでの天皇・貴族を中心とした古代国家から、武士が政治の実権を握る社会へと
移行した時代です。将軍と御家人が「御恩と奉公」という土地を介した主従関係で結ばれたこ
とが、この時代の統治の大きな特徴です。律令政治は古代、兵農分離や検地は近世、内閣制度
や憲法は近代の説明です。

問6 答え 1
六波羅探題

承久の乱で朝廷側に勝利した鎌倉幕府は、乱の再発を防ぐために京都に強力な出先機関を置く
必要がありました。それまでの京都守護を改組・強化する形で設置されたのが六波羅探題であ
り、北条氏の有力者がその職に就いて、朝廷の監視、裁判、西日本の統治という重要な役割を
担いました。

問7 答え 3
丁稚（でっち）から始まり、番頭（ばんとう
）を経てのれん分けを目指す

江戸時代の商家の奉公人は、子供の頃に「丁稚」として住み込みを始め、成長して実力を認め
られると「番頭」などの役職に就きました。長年の忠誠と奉公の結果、主人から商号の使用を
許されて独立する「のれん分け」が、当時の奉公人にとっての大きな目標となっていました。

問8 答え 4
中央アジア方面まで勢力を広げ、広大な地域
を支配する帝国を建国した

13世紀初めにモンゴル帝国を建国し、その支配領域を中央アジアまで急速に拡大させました。
日本へ2度の侵攻（元寇）を命じたのは、チンギス＝ハンの孫にあたる第5代皇帝のフビライ＝
ハンです。チンギス＝ハンによる広大な地域の征服は、それまで分断されていた東西の交易路
を統合し、マルコ＝ポーロのような旅行者が往来する背景となりました。

問9 答え 3
武士の社会で行われていた慣習をまとめ、領
地争いなどの裁判を公平に行うための基準を
示すため

承久の乱の後、地頭と荘園領主の間で土地を巡る紛争が急増したことが背景にあります。それ
までは朝廷の「公家法」などが裁判の基準とされることもありましたが、武士にとっては理解
しにくく、不公平が生じやすい状態でした。そこで北条泰時は、武士の慣習を成文化し、土地
の所有期間に関する具体的な数値（20年）などを盛り込むことで、誰もが納得できる公平な裁
判の基準を確立しようとしました。

問1
0

答え 4
分割相続

鎌倉時代の武士は、自分の領地を複数の子に分け与える「分割相続」を行っていました。この
制度は当初、一族の団結を維持する役割を果たしていましたが、代を重ねるごとに一人ひとり
の領地が縮小し、武士としての生活を維持することが難しくなっていきました。後の時代にな
ると、領地の散逸を防ぐために、一人の後継者に領地をまとめて継がせる単独相続へと移行し
ていくことになります。

問1
1

答え 3
集団戦術を用い、てつはうと呼ばれる火器な
どを使用して攻め寄せる様子

蒙古襲来絵詞の描写からは、元軍が個人の名乗り合いによる一騎打ちではなく、集団で行動す
る集団戦術をとっていたことや、「てつはう」と呼ばれる火薬を使った火器を用いて日本の武
士を苦しめた様子が読み取れます。

問1
2

答え 4
分割相続が行われ、世代を重ねるごとに一人
あたりの領地が細分化されたことで、御家人
が困窮する一因となった。

鎌倉時代初期の武士社会では、親の領地を複数の子（男女を含む）に分けて引き継がせる「分
割相続」が定着していました。しかし、この制度では世代を重ねるたびに一族一人あたりの持
ち分が小さくなる「領地の細分化」が避けられず、さらに元寇の防衛に伴う軍役負担などが重
なったことで、御家人の生活は非常に苦しいもの（困窮）となりました。


